
別紙１－２

（神奈川県海老名市門沢橋から神奈川県厚木市下津古久まで）に関する

第二東海自動車道横浜名古屋線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

第二東海自動車道 横浜名古屋線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 神奈川県海老名市門沢橋 から

神奈川県厚木市下津古久 まで

（ロ） 延 長 １．５ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

・なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令）

（ロ） 設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘 要設 計 区 間

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

神奈川県海老名市
門沢橋

神奈川県厚木市
下津古久

１２０ １．５



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

トンネル部分

－

－

－

－

－

－
土工（掘割）部分

計

車線

計

構造による区分

神奈川県厚木市
下津古久

往復分離する区間

左 側

６

摘 要

工事施工 用地買収

－

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線

神奈川県海老名市
門沢橋

往復分離しない区間

－

－

右 側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左 側

－

－

設 計 区 間 摘 要

－－

－

１．７５×２ －３．５０



（ト） 付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

２．２５ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

海老名南ジャンクション（仮称）

海老名南ジャンクション（仮称）

厚木南インターチェンジ（仮称）

（４） 工事予算

１１９，５００ 百万円（消費税込み）

第一東海自動車道

一般国道１２９号

他の道路の

路線名

一般国道４６８号

（首都圏中央連絡自動車道）

接続の位置

門沢橋

備 考接続の方法

立体接続

下津古久

立体接続

神奈川県海老名市 立体接続

門沢橋

神奈川県厚木市

神奈川県海老名市



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１７

３１

１０

２９

４

３



別紙１－３

（神奈川県厚木市下津古久から神奈川県伊勢原市上粕屋まで）に関する

第二東海自動車道横浜名古屋線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

第二東海自動車道 横浜名古屋線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 神奈川県厚木市下津古久 から

神奈川県伊勢原市上粕屋 まで

（ロ） 延 長 ６．７ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

・なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令）

（ロ） 設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘 要設 計 区 間

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

神奈川県厚木市
下津古久

神奈川県伊勢原市
上粕屋

１２０ ６．７



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

トンネル部分

－

－

－

－

－

－
土工（掘割）部分

計

車線

計

構造による区分

神奈川県伊勢原市
上粕屋

往復分離する区間

左 側

６

摘 要

工事施工 用地買収

－

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線

神奈川県厚木市
下津古久

往復分離しない区間

－

－

右 側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左 側

－

－

設 計 区 間 摘 要

－－

－

１．７５×２ －３．５０



（ト） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

２．２５ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

厚木南インターチェンジ（仮称）

伊勢原ジャンクション（仮称）

伊勢原北インターチェンジ（仮称）

（４） 工事予算

２６９，８５９ 百万円（消費税込み）

第一東海自動車道

一般国道２４６号

（厚木秦野道路）

他の道路の

路線名

一般国道１２９号

接続の位置

下津古久

備 考接続の方法

立体接続

上粕屋

立体接続

神奈川県伊勢原市 立体接続

東富岡

神奈川県伊勢原市

神奈川県厚木市



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１７

３１

１０

３１

４

３



別紙１－４

（神奈川県伊勢原市上粕屋から神奈川県秦野市柳川まで）に関する

第二東海自動車道横浜名古屋線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

第二東海自動車道 横浜名古屋線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 神奈川県伊勢原市上粕屋 から

神奈川県秦野市柳川 まで

（ロ） 延 長 １２．８ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

・なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令）

（ロ） 設計速度

から

まで

摘 要設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

神奈川県伊勢原市上粕屋

神奈川県秦野市柳川

１２０ １２．８



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．００

--

３．７５

２．００

３．７５１．２５

１．００

構造による区分

神奈川県秦野市柳川

-

-
トンネル部分

-

-

-

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計

往復分離する区間

車線 ６

摘 要
左 側 右 側

-

橋梁高架部分

（中小橋）

４

橋梁高架部分

（長大橋）

左 側

２．５０

計

設 計 区 間

神奈川県伊勢原市上粕屋

用地買収 摘 要工事施工

車線

３．００１．２５

２．５０

１．７５

１．２５



（ト） 付加車線の標準幅員 － メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

- メートル （土工部）

- メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

伊勢原北インターチェンジ（仮称）

秦野インターチェンジ（仮称）

（４） 工事予算

３３１，８３５ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

一般国道２４６号

（厚木秦野道路）

立体接続

神奈川県秦野市菖蒲 立体接続一般国道２４６号

接続の位置 備 考接続の方法

神奈川県伊勢原市上粕屋



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１２

３１

１２

３３

1

３



別紙１－５

（神奈川県秦野市柳川から静岡県御殿場市駒門まで）に関する

第二東海自動車道横浜名古屋線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

第二東海自動車道 横浜名古屋線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 神奈川県秦野市柳川 から

静岡県御殿場市駒門 まで

（ロ） 延 長 ３２．３ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

神奈川県秦野市柳川

静岡県御殿場市駒門

１２０ ３２．３

摘 要設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５ １．２５

３．７５

２．００１．００

３．７５

右 側

１．２５

左 側

５．００

摘 要

２．５０

工事施工 摘 要

車線 ６

静岡県御殿場市駒門

設 計 区 間

神奈川県秦野市柳川

用地買収

橋梁高架部分

（長大橋）

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０２．５０×２

１．７５×２ ３．５０

５．００

１．００

３．００

計

車線

計

往復分離する区間

左 側

４

１．２５

トンネル部分

往復分離しない区間

土工（掘割）部分
２．５０×２

構造による区分



（ト） 付加車線の標準幅員 メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

御殿場インターチェンジ（仮称）

御殿場ジャンクション

（４） 工事予算

５０３，５７９ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３３ ３ ３１

第一東海自動車道

他の道路の

路線名

一般国道１３８号

及び県道仁杉柴怒田線

１８ ４

備 考

１９

静岡県御殿場市駒門

立体接続

接続の位置

静岡県御殿場市柴怒田

立体接続

接続の方法



別紙１－６

（静岡県御殿場市駒門から静岡県駿東郡長泉町大字元長窪まで）に関する

第二東海自動車道横浜名古屋線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

第二東海自動車道 横浜名古屋線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 静岡県御殿場市駒門 から

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪 まで

（ロ） 延 長 １３．２ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

静岡県御殿場市駒門

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪

１２０ １３．２

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘 要



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３.５０ メートル 及び ３.７５ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

３．００－

設 計 区 間 摘 要

４．２５１．２５－

右 側

１．７５

１．００

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左 側

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ６

摘 要

静岡県御殿場市駒門

－

－

工事施工 用地買収

往復分離しない区間

計

車線

計

構造による区分

静岡県駿東郡長泉町大字元長窪

往復分離する区間

左 側

－
トンネル部分

－

２．００

４．７５

－

１．００

３．００
土工（掘割）部分

－

－



（ト） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

御殿場ジャンクション

長泉沼津インターチェンジ

（４） 工事予算

２２８，５９０ 百万円（消費税込み）

一般国道１号（伊豆縦貫自動車道）

備 考接続の方法

立体接続

静岡県駿東郡 立体接続

及び県道大岡元長窪線

他の道路の

路線名

第一東海自動車道

接続の位置

長泉町大字元長窪

静岡県御殿場市

駒門



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１０

２４

１

４

２６ ３０

２０

１４

３



別紙１－７

（静岡県駿東郡長泉町大字元長窪から静岡県浜松市北区引佐町東黒田まで）に関する

第二東海自動車道横浜名古屋線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

第二東海自動車道 横浜名古屋線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 静岡県駿東郡長泉町大字元長窪 から

静岡県浜松市北区引佐町東黒田 まで

（ロ） 延 長 １３１．５ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 1 種第 1 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

静岡県駿東郡
長泉町大字元長窪

静岡県浜松市
北区引佐町東黒田

１２０ １３１．５

摘 要設 計 区 間



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル および ３．７５ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

３．００－－

１．００

－

－

４．２５１．２５

２．００

１．７５－

用地買収 摘 要

１．００

（長大橋）

左 側

－

－

３．００ １．７５
土工（掘割）部分

４．７５

摘 要

－

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線

４．７５

３．００

静岡県浜松市
北区引佐町東黒田

６

工事施工設 計 区 間

橋梁高架部分

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左 側 右 側

静岡県駿東郡
長泉町大字元長窪

構造による区分

トンネル部分



（ト） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

長泉沼津インターチェンジ

新富士インターチェンジ

新清水インターチェンジ

新清水ジャンクション

清水いはらインターチェンジ

清水ジャンクション

新静岡インターチェンジ

葵区下

清水区草ヶ谷

清水区吉原

静岡県静岡市 立体接続県道清水富士宮線

清水区杉山

立体接続

清水区宍原

静岡県静岡市 立体接続中部横断自動車道

一般国道５２号

及び県道大岡元長窪線 長泉町大字元長窪

静岡県富士市 立体接続

及び県道一色久沢線 厚原

一般国道１３９号（西富士道路）

静岡県駿東郡

静岡県静岡市

静岡県静岡市

接続の方法

立体接続

静岡県静岡市 立体接続県道井川湖御幸線

立体接続

備 考接続の位置

及び県道山脇大谷線

他の道路の

路線名

第一東海自動車道

一般国道１号（伊豆縦貫自動車道）



藤枝岡部インターチェンジ

島田金谷インターチェンジ

森掛川インターチェンジ

浜松浜北インターチェンジ

浜松いなさジャンクション

浜松いなさインターチェンジ

三ヶ日ジャンクション

（４） 工事予算

２，３３８，１５０ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

第一東海自動車道 立体接続

北区三ケ日町福長

一般国道１号 静岡県藤枝市 立体接続

及び県道静岡朝比奈藤枝線

（三遠南信自動車道） 北区引佐町東黒田

一般国道２５７号 静岡県浜松市 立体接続

横岡新田

県道掛川天竜線 静岡県周智郡 立体接続

北区引佐町東黒田

一般国道１５２号 静岡県浜松市 立体接続

浜北区中瀬

一般国道４７４号 静岡県浜松市 立体接続

森町睦実

一般国道４７３号 静岡県島田市

岡部町入野

立体接続

４

１４

５

２４

１２

４

静岡県浜松市

２６ ３ ３０



別紙１－８

（静岡県浜松市北区引佐町東黒田から愛知県豊田市岩倉町まで）に関する

第二東海自動車道横浜名古屋線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

第二東海自動車道 横浜名古屋線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 静岡県浜松市北区引佐町東黒田 から

愛知県豊田市岩倉町 まで

（ロ） 延 長 ５５．２ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

・なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令）

（ロ） 設計速度

から

まで

摘 要
延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

静岡県浜松市北区引佐町東黒田

設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

愛知県豊田市岩倉町

１２０ ５５．２



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．２５ ３．７５

１．７５ ３．００１．２５

２．５０

橋梁高架部分

（長大橋）

―
トンネル部分

２．５０×２

１．７５×２ ３．５０

橋梁高架部分

（中小橋） ５．００

左 側 右 側

往復分離しない区間構造による区分

左 側

土工（掘割）部分

計 計

車線６

摘 要
往復分離する区間

１．００

愛知県豊田市岩倉町

４ 車線

静岡県浜松市北区引佐町東黒田

用地買収 摘 要工事施工設 計 区 間

２．５０×２

―

２．５０ １．２５

１．００ ２．００

３．７５５．００



（ト） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

４．５０メートル(土工部）

４．５０メートル(橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

浜松いなさジャンクション

新城インターチェンジ（仮称）

額田インターチェンジ（仮称）

豊田東ジャンクション

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

愛知県新城市八束穂
立体接続一般国道１５１号

路線名

一般国道４７４号

（三遠南信自動車道）
静岡県浜松市北区引佐町
東黒田

立体接続

備 考接続の方法接続の位置他の道路の

立体接続

一般国道４７３号

愛知県豊田市岩倉町
(東海環状自動車道)

立体接続

５８１，４５９

一般国道４７５号

愛知県岡崎市樫山町



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

５

２７

１２

３ ３１

４



別紙１－９

（静岡県静岡市清水区吉原から山梨県南巨摩郡南部町福士まで）に関する

中部横断自動車道

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

中部横断自動車道

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 静岡県静岡市清水区吉原 から

山梨県南巨摩郡南部町福士 まで

（ロ） 延 長 ２０．７ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

摘 要設 計 区 間

山梨県南巨摩郡
南部町福士

８０ ２０．７

静岡県静岡市
清水区吉原

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設計速度



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５×２

１．２５×２

３．５０

トンネル部分

橋梁高架部分

（長大橋） －－

計

車線

計

往復分離する区間

左 側 右 側

２．５０

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

－

－

－

－

－

－

－

－

用地買収 摘 要工事施工

静岡県静岡市
清水区吉原

設 計 区 間

土工（掘割）部分

構造による区分

山梨県南巨摩郡
南部町福士

－２．５０

往復分離しない区間

左 側

１．７５×２

１．２５×２

－



（ト） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ） 中央帯の標準幅員 － メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

新清水ジャンクション

富沢インターチェンジ（仮称）

本線（新直轄）

（４） 工事予算

１５４，１４８ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

清水区吉原

立体接続

他の道路の

路線名

第二東海自動車道

横浜名古屋線

一般国道５２号

備 考接続の位置

山梨県南巨摩郡 立体接続

静岡県静岡市

接続の方法

８

３１

南部町福士

平面接続

１１

３０

１

３

南部町福士

山梨県南巨摩郡中部横断自動車道



別紙１－１０

（山梨県西八代郡市川三郷町宮原から山梨県南巨摩郡富士川町大椚まで）に関する

中部横断自動車道

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

中部横断自動車道

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 山梨県西八代郡市川三郷町宮原 から

山梨県南巨摩郡富士川町大椚 まで

（ロ） 延 長 ９．３ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

山梨県南巨摩郡
富士川町大椚

山梨県西八代郡
市川三郷町宮原

摘 要設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ ９．３



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－１．７５×２

往復分離しない区間

左 側

１．２５×２

－

計

車線

計

往復分離する区間

２ 車線 ４

摘 要

工事施工

右 側

構造による区分

左 側

－

３．５０

１．２５×２

山梨県南巨摩郡
富士川町大椚

設 計 区 間

山梨県西八代郡
市川三郷町宮原

用地買収

－

２．５０

摘 要

－ －

－

－

－

（長大橋） －－

土工（掘割）部分
３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

トンネル部分
－２．５０

１．７５×２

橋梁高架部分



（ト） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ） 中央帯の標準幅員 - メートル

- メートル

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

本線（新直轄）

六郷インターチェンジ（仮称）

増穂インターチェンジ

（４） 工事予算

６５，７７９ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

中部横断自動車道 平面接続

富士川町青柳町

立体接続

山梨県西八代郡県道市川三郷身延線

路線名

接続の位置他の道路の 接続の方法

立体接続

備 考

市川三郷町宮原

山梨県南巨摩郡

山梨県西八代郡

市川三郷町宮原

一般国道５２号

１１

２９

１

３

８

３１



別紙１－１２

（愛知県名古屋市緑区大高町から愛知県名古屋市名東区貴船まで）に関する

近畿自動車道名古屋亀山線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

近畿自動車道 名古屋亀山線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 愛知県名古屋市緑区大高町 から

愛知県名古屋市名東区貴船 まで

（ロ） 延 長 １２．７ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 ２ 種第 １ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで
愛知県名古屋市名東区貴船

愛知県名古屋市緑区大高町

６０ １２．７

摘 要設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．２５×２ ―２．５０ ――

橋梁高架部分

（長大橋）

――

工事施工

１．２５×２

― ―

―

―

―

設 計 区 間

愛知県名古屋市緑区大高町

用地買収 摘 要

土工（掘割）部分

右 側

―

―

―１．２５×２

２．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線 ４

摘 要

―
トンネル部分

往復分離しない区間

計

往復分離する区間

左 側左 側

構造による区分

愛知県名古屋市名東区貴船

計

車線

２．５０



（ト） 付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

２．２５ メートル （土工部）

２．２５ メートル （橋梁部）

２．５０ メートル （掘割部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

名古屋南ジャンクション

有松インターチェンジ

鳴海インターチェンジ

植田インターチェンジ

高針ジャンクション

上社南インターチェンジ

備 考接続の方法接続の位置

一般国道３０２号 愛知県名古屋市天白区
梅ヶ丘

立体接続

立体接続

（名古屋高速道路）

他の道路の

路線名

市道高速２号 愛知県名古屋市緑区
大高町字茨谷山

市道高速１号四谷高針線 愛知県名古屋市名東区
猪高町大字高針

一般国道３０２号 愛知県名古屋市緑区
黒沢台

立体接続

（名古屋高速道路）

一般国道３０２号 愛知県名古屋市緑区
大高町字北平部

立体接続

立体接続

及び一般国道１５３号

立体接続

一般国道３０２号 愛知県名古屋市名東区
貴船



（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１２

２３

１

３

１９７，０１８

１２

２５ ３ ３０

２０



別紙１－１３

（三重県四日市市伊坂町から三重県四日市市北山町まで）に関する

近畿自動車道名古屋神戸線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

近畿自動車道 名古屋神戸線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 三重県四日市市伊坂町 から

三重県四日市市北山町 まで

（ロ） 延 長 ４．４ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

摘 要設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

三重県四日市市伊坂町

三重県四日市市北山町

１００ ４．４



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

３．５０

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ―

構造による区分

三重県四日市市北山町

―

―
トンネル部分

―

橋梁高架部分

（中小橋）

２．５０×２

―

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左 側

５．００

４ 車線 ６

摘 要
左 側

土工（掘割）部分

右 側

―

―

―

設 計 区 間

三重県四日市市伊坂町

用地買収 摘 要

―

―

―

―

――

――



（ト） 付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

備 考

立体接続 四日市ジャンクション

立体接続

三重県四日市市伊坂町

５０，３２７

１ ８１１

２８ ３ ３１

四日市北ジャンクション（仮称）
（東海環状自動車道）

他の道路の 接続の位置

路線名

近畿自動車道 名古屋亀山線

一般国道４７５号
三重県四日市市北山町

接続の方法



別紙１－１４

（三重県四日市市北山町から三重県三重郡菰野町大字潤田まで）に関する

近畿自動車道名古屋神戸線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

近畿自動車道 名古屋神戸線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 三重県四日市市北山町 から

三重県三重郡菰野町大字潤田 まで

（ロ） 延 長 ８．２ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

・なお、暫定施工時は、第１種第２級（道路構造令）

（ロ） 設計速度

から

まで

摘 要設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

三重県四日市市北山町

三重県三重郡菰野町大字潤田

１２０ ８．２



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

構造による区分

三重県三重郡菰野町大字潤田

―

―
トンネル部分

―

２．５０×２

―

往復分離しない区間

計

車線

計

往復分離する区間

左 側

車線 ６

摘 要

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４

橋梁高架部分

（長大橋）

左 側

土工（掘割）部分

右 側

―

―

―

設 計 区 間

三重県四日市市北山町

用地買収 摘 要工事施工

―

―

―

――

―

１．７５×２ ―３．５０ ――



（ト） 付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

菰野インターチェンジ（仮称）

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

接続の位置 備 考接続の方法

３

他の道路の

路線名

立体接続三重県三重郡菰野町
大字潤田

８

３１

一般国道４７７号

９４，３６２

１１

３１

１



別紙１－１５

（三重県三重郡菰野町大字潤田から三重県亀山市安坂山町まで）に関する

近畿自動車道名古屋神戸線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

近畿自動車道 名古屋神戸線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 三重県三重郡菰野町大字潤田 から

三重県亀山市安坂山町 まで

（ロ） 延 長 １５．２ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

なお、暫定施工時は、第１種第２級(道路構造令）

（ロ） 設計速度

から

まで

摘 要

１２０ １５．２

設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

三重県三重郡菰野町大字潤田

三重県亀山市安坂山町



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（長大橋）

－

３．００１．２５

往復分離しない区間

左 側

土工（掘割）部分

－

１．７５×２

橋梁高架部分

４

計

車線

計

往復分離する区間

左 側 右 側

車線 ６

摘 要

－ －

－
トンネル部分

５．００

用地買収 摘 要設 計 区 間

三重県三重郡菰野町大字潤田

三重県亀山市安坂山町

工事施工

２．５０×２

－

２．５０ １．２５

１．００ ２．００

３．７５

１．００

１．７５３．５０

構造による区分

－

橋梁高架部分

（中小橋）



（ト） 付加車線の標準幅員 － メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４） 工事予算

１７９，２１７ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

接続の方法 備 考

路線名

－

他の道路の

－

１９

３１

接続の位置

１８

３１

４

３

－



別紙１－１７

（三重県北牟婁郡紀北町紀伊長島区東長島から三重県度会郡大紀町崎まで）に関する

近畿自動車道尾鷲多気線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

近畿自動車道 尾鷲多気線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 三重県北牟婁郡紀北町紀伊長島区東長島 から

三重県度会郡大紀町崎 まで

（ロ） 延 長 １０．３ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘 要

三重県北牟婁郡紀北町
紀伊長島区東長島

三重県度会郡大紀町崎

８０ １０．３



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５×２

往復分離する区間構造による区分

三重県度会郡大紀町崎

摘 要

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線 ４

右 側

―２．５０
トンネル部分

土工（掘割）部分

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計 左 側左 側

設 計 区 間

三重県北牟婁郡紀北町
紀伊長島区東長島

用地買収 摘 要

――

１．７５×２

１．２５×２

１．７５

―

２．７５１．００

―

２．５０

―

橋梁高架部分

（長大橋）

― ―３．５０

―１．２５×２



（ト） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

― メートル

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

本線（新直轄）

紀伊長島インターチェンジ

三重県度会郡大紀町崎 紀勢大内山インターチェンジ

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

近畿自動車道

尾鷲多気線

一般国道４２２号 三重県北牟婁郡紀北町紀
伊長島区東長島

備 考接続の方法

立体接続

接続の位置

三重県北牟婁郡紀北町紀
伊長島区東長島

平面接続

県道紀勢インター線 立体接続

４７，７８８



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１１

２５

１

３

８

３１



別紙１－１８

（三重県度会郡大紀町崎から三重県多気郡大台町大字菅合まで）に関する

近畿自動車道尾鷲多気線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

近畿自動車道 尾鷲多気線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 三重県度会郡大紀町崎 から

三重県多気郡大台町大字菅合 まで

（ロ） 延 長 １０．４ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

１０．４

三重県度会郡大紀町崎

三重県多気郡大台町大字菅合

摘 要設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．２５×２ ―

―

―

―

――

――

摘 要設 計 区 間 用地買収

摘 要
構造による区分

（中小橋）

右 側

―

―

―

計

―

計

往復分離する区間

左 側

車線

往復分離しない区間

左 側

４ 車線

工事施工

三重県多気郡大台町大字菅合

三重県度会郡大紀町崎

２

（長大橋）

３．５０

３．５０

２．５０
トンネル部分

１．７５×２

橋梁高架部分

２．５０

１．７５×２

１．２５×２

土工（掘割）部分

橋梁高架部分



（ト） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

― メートル

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

紀勢大内山インターチェンジ

大宮大台インターチェンジ

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

３８，６３６

４

７

５

２１

１２

２

２３ ３

一般国道４２号 三重県多気郡大台町大字
菅合

三重県度会郡大紀町崎

他の道路の 備 考接続の方法

３０

立体接続

立体接続

接続の位置

路線名

県道紀勢インター線



別紙１－１９

（福井県小浜市府中から福井県敦賀市高野まで）に関する

近畿自動車道敦賀線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

近畿自動車道 敦賀線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 福井県小浜市府中 から

福井県敦賀市高野 まで

（ロ） 延 長 ３９．０ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

福井県小浜市府中

福井県敦賀市高野

８０ ３９．０

摘 要



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※ 土工部については、左側路肩を二次除雪作業に必要な作業幅員２．５０ｍを確保する。

―

１．７５×２

３．５０

――

― ―

―

― ―

――

設 計 区 間

福井県小浜市府中

用地買収

１．７５×２

１．２５×２

右 側

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左 側

土工（掘割）部分

計

（中小橋）

２ 車線 ４

摘 要

摘 要工事施工

車線

計

往復分離する区間

左 側

構造による区分

福井県敦賀市高野

３．５０

２．５０
トンネル部分

往復分離しない区間

３．５０

橋梁高架部分

１．７５×２



（ト） 付加車線の標準幅員 ３．５０メートル

（チ） 中央帯の標準幅員 ― メートル

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

上中インターチェンジ（仮称）

三方インターチェンジ（仮称）

美浜インターチェンジ（仮称）

敦賀ジャンクション（仮称）

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日２７ ３ ３１

北陸自動車道

１１ １ ８

２０３，１８５

立体接続

一般国道２７号

福井県敦賀市高野

福井県三方郡美浜町
太田

接続の方法

立体接続

立体接続福井県三方上中郡若狭町
上黒田

福井県三方上中郡若狭町
気山

一般国道２７号

立体接続

備 考

県道上中田烏線

他の道路の

路線名

接続の位置



別紙１－２０

中央自動車道富士吉田線（高井戸ＩＣ）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

中央自動車道 富士吉田線

（２） 工事の箇所

東京都杉並区上高井戸

（３） 工事方法

（イ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

立体接続主要地方道環状８号線 東京都杉並区上高井戸 中之橋ONランプ

他の道路の路線名 接続の方法 備 考接続の位置

都道環状放射５号線 東京都杉並区上高井戸

都道環状放射５号線

浅間橋ONランプ立体接続

立体接続 高井戸OFFランプ東京都杉並区上高井戸



（４） 工事予算

４２，１００ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ３７ 年 １０ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日



別紙１－２１

（東京都八王子市元八王子一丁目から東京都八王子市元八王子二丁目まで）（改築）に関する

中央自動車道富士吉田線

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

中央自動車道 富士吉田線

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 東京都八王子市元八王子一丁目 から

東京都八王子市元八王子二丁目 まで

（ロ） 延 長 １．０ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

摘 要設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

東京都八王子市
元八王子一丁目

東京都八王子市
元八王子二丁目

８０ １．０



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

構造による区分

東京都八王子市
元八王子二丁目

トンネル部分

２．５０×２

－

２．５０×２

２．５０×２

－

左 側

土工（掘割）部分

車線 ４

摘 要
右 側

－

－

－

橋梁高架部分

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

計計 左 側

４

工事施工

往復分離しない区間

付加車線事業

設 計 区 間

東京都八王子市
元八王子一丁目

用地買収

車線

摘 要

－

－

－

－

往復分離する区間

－－

５．００ －－

－５．００（長大橋）



（ト） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

４．３０ メートル （土工部）

４．３０ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

（４） 工事予算

２，１００ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

－ －

接続の位置

路線名

接続の方法他の道路の 備 考

２５ ３ ３０

－

２９

１４

１６

２４

６

３



中央自動車道富士吉田線（元八王子ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－２２



工事の内容

（１） 路線名

中央自動車道 富士吉田線

（２） 工事の箇所

東京都八王子市元八王子町

（３） 工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

元八王子町 （仮称）

元八王子インターチェンジ

他の道路の 接続の位置 接続の方法

都道山田宮ノ前線 東京都八王子市 立体接続

路線名

備 考



（４） 工事予算

５５ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日 平成 ２８ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日

当該インターチェンジは、接続道路管理者が高速自動車国道法第１１条の２第１項の連結許可を受けていないた
め、今後の検討に必要な当面の設計費用のみを計上することとする。着手予定年月日は、さしあたり平成28年4
月1日とし、完成予定年月日は、現行整備計画区間が全て完成すると想定している時期とした。なお、連結許可
が出された時点で必要な協定変更を行う。



中央自動車道富士吉田線（八王子ＪＣＴ）（改築）に関する

工事の内容

別紙１－２４



工事の内容

（１） 路線名

中央自動車道 富士吉田線

（２） 工事の箇所

東京都八王子市裏高尾町

（３） 工事方法

（イ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の方法

裏高尾町

八王子ジャンクション東京都八王子市一般国道４６８号

（首都圏中央連絡自動車道）

立体接続

備 考接続の位置



（４） 工事予算

９，１８０ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ２ 年 ４ 月 ３ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２４ 年 ３ 月 ２５ 日 （供用開始）

平成 ２５ 年 ３ 月 ３０ 日 （残事業完成）



中央自動車道富士吉田線（都留ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－２５



工事の内容

（１） 路線名

中央自動車道 富士吉田線

（２） 工事の箇所

山梨県都留市つる

（３） 工事方法

（イ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

備 考接続の位置 接続の方法

都留インターチェンジ山梨県都留市つる県道都留インター線 立体接続

他の道路の路線名



（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １６ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２３ ８ １０

２４ ３ ２９

３５０



中央自動車道西宮線（諏訪ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－２６



工事の内容

（１） 路線名

中央自動車道 西宮線

（２） 工事の箇所

長野県諏訪市中洲

（３） 工事方法

（イ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

立体接続

備 考接続の位置他の道路の路線名 接続の方法

中洲

諏訪インターチェンジ長野県諏訪市一般国道２０号



（４） 工事予算

１，０００ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ４１ 年 １０ 月 ２５ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日



別紙１－２８

中央自動車道西宮線（養老ＪＣＴ）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

中央自動車道 西宮線

（２） 工事の箇所

岐阜県養老郡養老町飯積

（３） 工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

養老ジャンクション（仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備 考

一般国道４７５号 岐阜県養老郡養老町飯積 立体接続

路線名

（東海環状自動車道）



（４） 工事予算

１０，８７３ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日



中央自動車道西宮線（養老ＪＣＴ）（改築）に関する

工事の内容

別紙１－２９



工事の内容

（１） 路線名

中央自動車道 西宮線

（２） 工事の箇所

岐阜県養老郡養老町飯積

（３） 工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（東海環状自動車道）

一般国道４７５号 岐阜県養老郡養老町飯積 立体接続

路線名

養老ジャンクション（仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備 考



（４） 工事予算

２，２００ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日



別紙１－３０

中央自動車道長野線（松本ＪＣＴ）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

中央自動車道 長野線

（２） 工事の箇所

長野県松本市島立

（３） 工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１５８号 長野県松本市島立 立体接続

路線名

備 考

松本ジャンクション（仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（中部縦貫自動車道）



（４） 工事予算

３，３００ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日



別紙１－３２

（神奈川県海老名市大谷から神奈川県海老名市今里まで）（改築）に関する

第一東海自動車道

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

第一東海自動車道

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 神奈川県海老名市大谷 から

神奈川県海老名市今里 まで

（ロ） 延 長 ２．３ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 １ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘 要設 計 区 間

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

神奈川県海老名市
大谷

神奈川県海老名市
今里

１２０ ２．３



（ハ） 設計自動車荷重２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．６０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

構造による区分

神奈川県海老名市
今里

トンネル部分

２．５０×２

－

２．５０×２

－

－

往復分離しない区間

橋梁高架部分

（中小橋）

計

車線

計

往復分離する区間

左 側

工事施工

土工（掘割）部分
５．００

６ 車線 ６

摘 要
右 側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左 側

－

－

－

－

－－

神奈川県海老名市
大谷

用地買収 摘 要

付加車線事業

設 計 区 間

－－

５．００ －－



（ト） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

（４） 工事予算

１２，０００ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

－ －

路線名

接続の位置他の道路の 備 考接続の方法

－

９

３１

１４

３０

４

３



別紙１－３３

（神奈川県海老名市門沢橋から神奈川県海老名市社家まで）に関する

第一東海自動車道

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

第一東海自動車道

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 神奈川県海老名市門沢橋 から

神奈川県海老名市社家 まで

（ロ） 延 長 １．５ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

摘 要設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

神奈川県海老名市
門沢橋

神奈川県海老名市
社家

８０ １．５



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

－

往復分離する区間

－

－

－

左 側

構造による区分

神奈川県海老名市
社家

－

－
トンネル部分

－

１．７５×２

－

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

計

４

摘 要

－

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線

土工（掘割）部分

右 側

－

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

左 側

設 計 区 間

神奈川県海老名市
門沢橋

用地買収 摘 要

－

－

－－－３．５０



（ト） 付加車線の標準幅員 － メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

海老名南ジャンクション（仮称）

海老名ジャンクション

（４） 工事予算

４１，２９４ 百万円（消費税込み）

路線名

一般国道４６８号

（首都圏中央連絡自動車道）

第二東海自動車道

横浜名古屋線

第一東海自動車道

他の道路の 接続の位置 接続の方法

門沢橋

備 考

平面接続

社家

立体接続

神奈川県海老名市 立体接続

門沢橋

神奈川県海老名市

神奈川県海老名市



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

８

３１

１１

２７

１

３



別紙１－３４

（神奈川県海老名市社家から神奈川県海老名市中新田まで）に関する

第一東海自動車道

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

第一東海自動車道

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 神奈川県海老名市社家 から

神奈川県海老名市中新田 まで

（ロ） 延 長 １．９ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 海老名市社家から海老名市中新田まで

第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

海老名市中新田から海老名市中新田まで

第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)



（ロ） 設計速度

から

まで

から

まで

（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

工事施工 摘 要設 計 区 間

車線
神奈川県海老名市

中新田

車線 ４

摘 要設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

神奈川県海老名市
社家

神奈川県海老名市
中新田

８０ １．２

用地買収

神奈川県海老名市
中新田

１００ ０．７
神奈川県海老名市

中新田

神奈川県海老名市
社家

４



（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト） 付加車線の標準幅員 －

（チ） 中央帯の標準幅員

海老名市社家から海老名市中新田まで

－ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

海老名市中新田から海老名市中新田まで

－ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

上段（第１種第３級）
海老名市社家から
海老名市中新田まで

下段（第１種第２級）
海老名市中新田から
海老名市中新田まで

－５．００（長大橋）

－

－

－－

－

左 側
摘 要

右 側

－

往復分離しない区間

計左 側 計

橋梁高架部分

（中小橋）

－

土工（掘割）部分

構造による区分 往復分離する区間

－

－

－

－

－

－

－

２．５０×２

－
トンネル部分

橋梁高架部分 １．７５×２ ３．５０

－－



（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

海老名ジャンクション

海老名インターチェンジ

本線

（４） 工事予算

７８，５５６ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

中新田

平面接続

接続の位置

立体接続

中新田

神奈川県海老名市

神奈川県海老名市

神奈川県海老名市 立体接続

１１

２２

１

２

８

２７

２７ ３ ３０

備 考接続の方法

（首都圏中央連絡自動車道）

他の道路の

路線名

第一東海自動車道

一般国道４６８号

県道藤沢厚木

社家



第一東海自動車道（日進ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－３６



工事の内容

（１） 路線名

第一東海自動車道

（２） 工事の箇所

愛知県日進市岩崎町

（３） 工事方法

（イ）他の道路との接続位置

日進インターチェンジ（仮称）
県道日進瀬戸道路

愛知県日進市岩崎町
（名古屋瀬戸道路）

立体接続

備 考

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法



（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １２ 年 １ 月 １８ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３１ 年 ３ 月 ３１ 日

１，８００



別紙１－３７

東海北陸自動車道（美濃関JCT）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

東海北陸自動車道

（２） 工事の箇所

岐阜県関市下有知

（３） 工事方法

（イ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

備 考接続の方法接続の位置他の道路の

路線名

立体接続 美濃関ジャンクション
一般国道４７５号

（東海環状自動車道）
岐阜県関市下有知



（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）９ ３０

８０４

１２

２１

１

４

１８

１８

２２



別紙１－３８

（岐阜県郡上市美並町山田から岐阜県郡上市八幡町有坂まで）に関する

東海北陸自動車道

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

東海北陸自動車道

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 岐阜県郡上市美並町山田 から

岐阜県郡上市八幡町有坂 まで

（ロ） 延 長 ８．３ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで
岐阜県郡上市八幡町有坂

８０ ８．３

設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

岐阜県郡上市美並町山田

摘 要



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※ 切土部については、左側路肩を堆雪余裕幅として０．５ｍ拡幅する。

２．７５

２．２５

２．７５

１．２５― １．００

橋梁高架部分

―

― １．５０

４車線化車線

用地買収 摘 要工事施工

４

計

―

―
トンネル部分

―

１．００

０．７５

１．００１．７５

左 側

岐阜県郡上市八幡町有坂

往復分離しない区間

右 側

設 計 区 間

岐阜県郡上市美並町山田

―

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋）

（長大橋）

左 側

構造による区分

計

往復分離する区間

―

車線 ４

摘 要

０．７５

１．７５



（ト） 付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

― メートル (土工部)

― メートル (橋梁部)

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

―

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１６

５４

２０

３

１０

１８

３０２５ ３

２６，５１５



別紙１－３９

（岐阜県郡上市八幡町有坂から岐阜県郡上市大和町島まで）に関する

東海北陸自動車道

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

東海北陸自動車道

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 岐阜県郡上市八幡町有坂 から

岐阜県郡上市大和町島 まで

（ロ） 延 長 ４．６ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

岐阜県郡上市八幡町有坂

岐阜県郡上市大和町島

８０ ４．６

摘 要設 計 区 間



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※ 切土部については、左側路肩を堆雪余裕幅として１．０ｍ拡幅する。

２．７５

１．２５― １．００―

橋梁高架部分

―

― １．５０

２．７５

２．２５

４車線化車線

用地買収 摘 要工事施工

トンネル部分

―

１．００

０．７５

１．００１．７５

土工（掘割）部分

計

４

橋梁高架部分

（中小橋）

（長大橋）

右 側左 側

―

―

―

岐阜県郡上市八幡町有坂

計

往復分離する区間

車線

岐阜県郡上市大和町島

往復分離しない区間

４

摘 要

０．７５

１．７５

左 側

構造による区分

設 計 区 間



（ト） 付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

― メートル (土工部)

― メートル (橋梁部)

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

―

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１２，５０９

２６

５４

２１

３

５

１８

２５ ３ ３０



別紙１－４０

（岐阜県郡上市大和町島から岐阜県郡上市大和町万場まで）に関する

東海北陸自動車道

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

東海北陸自動車道

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 岐阜県郡上市大和町島 から

岐阜県郡上市大和町万場 まで

（ロ） 延 長 ４．９ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

岐阜県郡上市大和町島

岐阜県郡上市大和町万場

８０ ４．９

設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘 要



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※ 切土部については、左側路肩を堆雪余裕幅として２．０ｍ拡幅する。

―

１．２５― １．００

橋梁高架部分

―

― １．５０

２．７５１．００

０．７５

２．２５

計

―

―
トンネル部分

―

４車線化車線

用地買収 摘 要工事施工

４

左 側

設 計 区 間

岐阜県郡上市大和町島

往復分離する区間

―

車線

岐阜県郡上市大和町万場

往復分離しない区間

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

（中小橋）

（長大橋）

右 側

――

４

摘 要

０．７５

１．７５

左 側

構造による区分

計

―



（ト） 付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

― メートル (土工部)

― メートル (橋梁部)

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

―

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３０

１３

５４

２１

３

３

１８

２５ ３

１０，４６１



第二東海自動車道横浜名古屋線（東海ＪＣＴ）に関する

工事の内容

別紙１－４２



工事の内容

（１） 路線名

第二東海自動車道 横浜名古屋線

（２） 工事の箇所

愛知県東海市新宝町

（３） 工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（名古屋高速道路）

県道高速名古屋新宝線 愛知県東海市新宝町 立体接続

路線名

東海ジャンクション

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備 考



（４） 工事予算

６，７００ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １９ 日

②工事の完成年月日 平成 ２３ 年 １１ 月 １９ 日 （供用開始）

平成 ２４ 年 ３ 月 ３０ 日 （残事業完成）



別紙１－４３

北陸自動車道（福井北ＪＣＴ）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

北陸自動車道

（２） 工事の箇所

福井県福井市玄正島町１８字

（３） 工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

福井北ジャンクション（仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備 考

１８字

一般国道１５８号 福井県福井市玄正島町 立体接続

路線名

（中部縦貫自動車道）



（４） 工事予算

２，５００ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２７ 年 ３ 月 ３１ 日



別紙１－４４

近畿自動車道名古屋亀山線（勝川ＩＣ）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

近畿自動車道 名古屋亀山線

（２） 工事の箇所

愛知県春日井市勝川

（３） 工事方法

（イ）他の道路との接続位置

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備 考

路線名

愛知県春日井市勝川 勝川インターチェンジ一般国道３０２号 平面接続



（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 ５８ 年 ８ 月 １６ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日

８００



別紙１－５０

（神奈川県茅ヶ崎市柳島から神奈川県中郡大磯町東町まで）に関する

一般国道１号（新湘南バイパス）

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道１号

（有料道路名 ： 新湘南バイパス）

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 神奈川県茅ヶ崎市柳島 から

神奈川県中郡大磯町東町 まで

（ロ） 延 長 ５．６ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０

設 計 区 間

神奈川県茅ヶ崎市
柳島

用地買収工事施工

４ 車線

神奈川県茅ヶ崎市
柳島

神奈川県中郡
大磯町東町

摘 要設 計 区 間

５．６

４

摘 要

神奈川県中郡
大磯町東町

車線



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 － メートル

（リ） 中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（長大橋） -

-

往復分離する区間

-

左 側

-

左 側
摘 要

-

構造による区分

右 側

-

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

-

橋梁高架部分

（中小橋） - -

-

--

-

１．２５×２

-
トンネル部分

-

--

-

橋梁高架部分

２．５



（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

茅ヶ崎海岸インターチェンジ

平塚インターチェンジ

（仮称）

大磯インターチェンジ

（仮称）

本線

（４） 工事予算

４，９１０ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 神奈川県茅ヶ崎市柳島から神奈川県茅ヶ崎市柳島まで

平成 年 月 日

立体接続

平塚市高浜台

神奈川県中郡

立体接続

一般国道１３４号

他の道路の

県道相模原茅ヶ崎線

路線名

神奈川県 立体接続

大磯町東町

備 考

神奈川県中郡

接続の方法

平面接続

（西湘バイパス） 大磯町東町

接続の位置

神奈川県茅ヶ崎市

柳島

一般国道１３４号

３０ ４ １

一般国道１号



ロ 神奈川県茅ヶ崎市柳島から神奈川県中郡大磯町東町まで

平成 年 月 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３３ ３ ３１

３２ ４ １



別紙１－５１

（神奈川県海老名市中新田から神奈川県厚木市上依知まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４６８号

（有料道路名 ： 首都圏中央連絡自動車道）

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 神奈川県海老名市中新田 から

神奈川県厚木市上依知 まで

（ロ） 延 長 １０．１ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

４
神奈川県厚木市

上依知

神奈川県海老名市
中新田

神奈川県厚木市
上依知

１０．１

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘 要設 計 区 間

設 計 区 間

神奈川県海老名市
中新田

用地買収工事施工

４ 車線 車線

１００

摘 要



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 ― メートル

（リ） 中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

右 側

－

往復分離する区間構造による区分

２．５０×２

－
トンネル部分

２．００１．００１．００

左 側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

左 側 計計

－５．００ －

（長大橋） ２．５０５．００

－

橋梁高架部分

２．５０×２

３．７５

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ １．２５２．５０

３．７５１．２５



（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

海老名インターチェンジ

圏央厚木インターチェンジ（仮称）

圏央厚木インターチェンジ（仮称）

相模原インターチェンジ（仮称）

相模原インターチェンジ（仮称）

（４） 工事予算

１０３，２３７ 百万円（消費税込み）

平面接続

県道藤沢厚木線 立体接続

神奈川県海老名市

中新田

神奈川県海老名市

一般国道２４６号

他の道路の

路線名

第一東海自動車道

接続の位置

神奈川県相模原市

立体接続

中新田

神奈川県厚木市

備 考接続の方法

県道相模原町田線

（厚木秦野道路）

一般国道１２９号 神奈川県厚木市

南区当麻

中依知

立体接続

中依知

一般国道１２９号 神奈川県相模原市 立体接続

立体接続

南区当麻



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 神奈川県海老名市中新田から神奈川県海老名中新田まで （STA110+52～STA113+40）

平成 年 月 日

ロ 神奈川県海老名市中新田から神奈川県海老名市河原口まで （STA113+40～STA114+60）

平成 年 月 日

ハ 神奈川県海老名市河原口から神奈川県厚木市金田まで （STA114+60～STA128+40）

平成 年 月 日

ニ 神奈川県厚木市金田から神奈川県厚木市金田まで （STA128+40～STA129+20）

平成 年 月 日

ホ 神奈川県厚木市金田から神奈川県厚木市金田まで （STA129+20～STA130+00）

平成 年 月 日

へ 神奈川県厚木市金田から神奈川県厚木市金田まで （STA130+00～STA131+20）

平成 年 月 日

ト 神奈川県厚木市金田から神奈川県厚木市金田まで （STA131+20～STA132+91）

平成 年 月 日

チ 神奈川県厚木市金田から神奈川県厚木市金田まで （STA132+91～STA138+00）

平成 年 月 日６ ３０１８

２３ １ １

１ １２３

１６

１１

２３ ６ １

６ ２９１６

２３ ２ １

２９６

２１ ５



リ 神奈川県厚木市金田から神奈川県厚木市金田まで （STA138+00～STA139+00）

平成 年 月 日

ヌ 神奈川県厚木市金田から神奈川県厚木市下依知まで （STA139+00～STA146+05）

平成 年 月 日

ル 神奈川県厚木市下依知から神奈川県厚木市下依知まで （STA146+05～STA151+50）

平成 年 月 日

ヲ 神奈川県厚木市下依知から神奈川県厚木市下依知まで （STA151+50～STA152+50）

平成 年 月 日

ワ 神奈川県厚木市下依知から神奈川県厚木市中依知まで （STA152+50～STA160+93.5）

平成 年 月 日

カ 神奈川県厚木市中依知から神奈川県厚木市関口まで （STA160+93.5～STA164+85）

平成 年 月 日

ヨ 神奈川県厚木市下依知 （圏央厚木IC取り付け部）

平成 年 月 日

タ 神奈川県厚木市関口から神奈川県厚木市山際まで （STA164+85～STA176+50）

平成 年 月 日

レ 神奈川県厚木市山際から神奈川県厚木市上依知まで （STA176+50～STA201+45）

平成 年 月 日

１９ ２ １

２４ ６ １

２０ ７ １

２４ ７ １

２１ １２ １

２０ ７ １

１８ ６ ３０

２０ ７ １

２３ １ １



ソ 神奈川県厚木市上依知から神奈川県厚木市上依知まで （STA201+45～STA206+31）

平成 年 月 日

ツ 神奈川県厚木市上依知から神奈川県厚木市上依知まで （STA206+31～STA211+44）

平成 年 月 日

ネ 神奈川県厚木市上依知 （相模原ICランプ部）

平成 年 月 日

ナ 神奈川県相模原市南区当麻 （相模原IC料金所部）

平成 年 月 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日２５

２４ １２ １

２４ ５ １

２３ １２ １

２４ ６ １

３ ３１



別紙１－５２

（神奈川県厚木市上依知から東京都八王子市南浅川町まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４６８号

（有料道路名 ： 首都圏中央連絡自動車道）

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 神奈川県厚木市上依知 から

東京都八王子市南浅川町 まで

（ロ） 延 長 １４．８ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

４

神奈川県厚木市上依知

東京都八王子市南浅川町

１４．８

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘 要設 計 区 間

設 計 区 間

神奈川県厚木市上依知

用地買収工事施工

４ 車線 車線

１００

摘 要

東京都八王子市南浅川町



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 － メートル

（リ） 中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

１．２５２．５０

右 側

３．７５

往復分離する区間

１．００

左 側

構造による区分

２．００
トンネル部分

２．００１．００

２．５０×２

１．００×２

２．５０

３．７５１．２５２．５０

摘 要
往復分離しない区間

計計

１．２５５．００

左 側

橋梁高架部分

（中小橋） － －

土工（掘割）部分

５．００ ３．７５

橋梁高架部分

（長大橋） ２．５０×２



（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

城山インターチェンジ（仮称）

（４） 工事予算

３８，１３８ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手(予定)年月日

イ 神奈川県厚木市上依知から東京都八王子市南浅川町まで （STA211+44～STA143+72）

平成 年 月 日

ロ 神奈川県相模原市緑区小倉から神奈川県相模原市緑区小倉まで （城山IC部）

平成 年 月 日

ハ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで （STA143+72～STA145+00）

平成 年 月 日

２６ ４ １

２３ ８ １

路線名

津久井広域道路

２５

備 考接続の位置

１

立体接続

緑区城山町小倉

神奈川県相模原市

接続の方法

４

他の道路の

県道５１０号（長竹川尻）



・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日 （相模原IC～高尾山IC）

平成 年 月 日 （城山IC部）

２６ ３ ３１

２７ ３ ３１



別紙１－５３

（東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市裏高尾町まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４６８号

（有料道路名 ： 首都圏中央連絡自動車道）

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 東京都八王子市南浅川町 から

東京都八王子市裏高尾町 まで

（ロ） 延 長 ２．０ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

摘 要

東京都八王子市裏高尾町

摘 要

設 計 区 間

東京都八王子市南浅川町

用地買収工事施工

４ 車線 車線

設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

東京都八王子市南浅川町

東京都八王子市裏高尾町

２．０８０

４



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 －

（リ） 中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

橋梁高架部分

－

０．７５

－

－

２．７５１．００

左 側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

１．００

構造による区分

橋梁高架部分

（中小橋） － － －

トンネル部分
１．５００．７５－

－

右 側

２．７５

往復分離する区間

１．７５

左 側

－

（長大橋） １．７５－－



（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

高尾山インターチェンジ

八王子ジャンクション

（４） 工事予算

２３，６１０ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｅランプ）（STA-1-20～STA0-37）

平成 ２４年 １月 １日

ロ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｅランプ）（ＳＴＡ0-37～ＳＴＡ0+00）

平成 ２３年 １２月 １日

ハ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（料金所）

平成 ２３年 ４月 １日

裏高尾町

備 考

一般国道２０号

立体接続

東京都八王子市

南浅川町

東京都八王子市

他の道路の

路線名

接続の位置 接続の方法

富士吉田線

立体接続

中央自動車道



ニ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（料金所周り平場部）

平成 ２４年 ２月 １日

ホ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（トールゲート）

平成 ２３年 ８月 １日

ヘ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ａランプ）（ＳＴＡ0+00～ＳＴＡ0+40）

平成 ２３年 １２月 １日

ト 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ａランプ）（ＳＴＡ0+40～ＳＴＡ1+63）

平成 ２４年 １月 １日

チ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ａランプ）（STA1+63～STA4+11）

平成 ２３年 １２月 １日

リ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ａランプ）（STA4+11～STA5+29）

平成 ２３年 ９月 １日

ヌ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｃランプ）（STA3+97+～STA4+12）

平成 ２３年 １２月 １日

ル 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｃランプ）（STA4+12～STA6+80）

平成 ２３年 ９月 １日

ヲ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｃランプ）（STA6+80～STA7+78）

平成 ２４年 ２月 １日



ワ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｂランプ）（STA0+00～STA0+40）

平成 ２３年 １２月 １日

カ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｂランプ）（STA0+40～STA1+63）

平成 ２４年 １月 １日

ヨ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｂランプ）（STA1+63～STA3+44）

平成 ２３年 １２月 １日

タ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｂランプ）（STA3+44～STA4+75）

平成 ２３年 ９月 １日

レ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｄランプ）（STA3+29～STA3+49）

平成 ２３年 １２月 １日

ソ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｄランプ）（STA3+49～STA6+07）

平成 ２３年 ９月 １日

ツ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（Ｄランプ）（STA6+07～STA7+63）

平成 ２４年 １月 １日

ネ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（電気室）

平成 ２３年 ４月 １日

ナ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（電気室ヤードの盛土のり面（中央））

平成 ２３年 １２月 １日



ラ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（電気室ヤードの盛土のり面（南側））

平成 ２４年 １月 １日

ム 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（電気室ヤードの盛土のり面（北側））

平成 ２４年 ２月 １日

ウ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（上り線）（ＳＴＡ146+09～ＳＴＡ147+52）

平成 ２４年 ２月 １日

ヰ 東京都八王子市高尾町から東京都八王子市高尾町まで（上り線）（ＳＴＡ148+00～ＳＴＡ148+58）

平成 ２３年 １１月 １日

ノ 東京都八王子市高尾町から東京都八王子市高尾町まで（上り線）（ＳＴＡ148+58～ＳＴＡ153+68）

平成 ２３年 ９月 １日

オ 東京都八王子市高尾町から東京都八王子市高尾町まで（上り線）（ＳＴＡ153+68～ＳＴＡ158+00）

平成 ２３年 １１月 １日

ク 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（下り線）（ＳＴＡ145+82～ＳＴＡ146+20）

平成 ２４年 ２月 １日

ヤ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（下り線）（ＳＴＡ146+20～ＳＴＡ147+38）

平成 ２３年 １２月 １２日

マ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市高尾町まで（下り線）（ＳＴＡ147+38～ＳＴＡ147+60）

平成 ２４年 ２月 １日



ケ 東京都八王子市高尾町から東京都八王子市高尾町まで（下り線）（ＳＴＡ148+72～ＳＴＡ153+68）

平成 ２３年 １０月 １日

フ 東京都八王子市高尾町から東京都八王子市高尾町まで（下り線）（ＳＴＡ153+68～ＳＴＡ158+00）

平成 ２３年 １２月 １日

コ 東京都八王子市高尾町から東京都八王子市高尾町まで（下り線）（ＳＴＡ160+79～ＳＴＡ160+89）

平成 ２４年 １月 １日

エ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市高尾町まで（切土のり面）

平成 ２３年 １１月 １日

テ 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市南浅川町まで（ＳＴＡ145+00～ＳＴＡ146+09）

平成 ２３年 ８月 １日

ア 東京都八王子市南浅川町から東京都八王子市高尾町まで（ＳＴＡ147+52～ＳＴＡ148+72）

平成 ２３年 １２月 １２日

サ 東京都八王子市高尾町から東京都八王子市裏高尾町まで（ＳＴＡ158+00～ＳＴＡ161+00）

平成 ２３年 １２月 １２日

キ 東京都八王子市裏高尾町から東京都八王子市裏高尾町まで（高尾山トンネル北坑口換気ダクト部）

平成 ２４年 ２月 １日

ユ 東京都八王子市裏高尾町から東京都八王子市裏高尾町まで（ＳＴＡ160+89～ＳＴＡ0+06）

平成 １８年 ８月 １日



・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２４ ３ ２５

２５ ３ ３０



別紙１－５５

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

（神奈川県茅ヶ崎市西久保から神奈川県海老名市門沢橋まで）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４６８号

（有料道路名 ： 首都圏中央連絡自動車道）

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 神奈川県茅ヶ崎市西久保 から

神奈川県海老名市門沢橋 まで

（ロ） 延 長 ７．９ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

設計速度

８０ ７．９

延 長
摘 要

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

車線

神奈川県海老名市
門沢橋

設 計 区 間

神奈川県茅ヶ崎市
西久保

設 計 区 間 工事施工 用地買収 摘 要

神奈川県海老名市
門沢橋

神奈川県茅ヶ崎市
西久保

４ 車線 ４



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 － メートル

（リ） 中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

土工（掘割）部分
－ －

－

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

トンネル部分

摘 要
左 側 計 左 側 右 側 計

－ － －

－ － － － －

（中小橋） － － －

橋梁高架部分

－

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分



（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

西久保ジャンクション（仮称）

寒川南インターチェンジ（仮称）

寒川北インターチェンジ（仮称）

海老名南ジャンクション（仮称）

本線

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

神奈川県海老名市

門沢橋

２１，６３５

路線名

接続の位置 接続の方法 備 考

（新湘南ﾊﾞｲﾊﾟｽ） 西久保

他の道路の

県道 神奈川県高座郡

一般国道１号 神奈川県茅ケ崎市

門沢橋

県道 神奈川県高座郡

立体接続

相模原茅ヶ崎線 寒川町宮山

立体接続

平面接続第一東海自動車道

第二東海自動車道 神奈川県海老名市

立体接続

伊勢原藤沢線

横浜名古屋線

立体接続

寒川町田端



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手(予定)年月日

イ 神奈川県茅ヶ崎市西久保から神奈川県高座郡寒川町田端まで (STA-1+86～STA9+27)

平成 年 月 日

ロ 神奈川県高座郡寒川町田端から神奈川県高座郡寒川町田端まで (STA9+27～STA11+57)

平成 年 月 日

ハ 神奈川県高座郡寒川町田端 (寒川南IC料金所部)

平成 年 月 日

ニ 神奈川県高座郡寒川町田端から神奈川県高座郡寒川町一ノ宮まで (STA11+57～STA27+10)

平成 年 月 日

ホ 神奈川県高座郡寒川町一ノ宮から神奈川県高座郡寒川町一ノ宮まで(STA27+10～STA35+42)

平成 年 月 日

ヘ 神奈川県高座郡寒川町一ノ宮から神奈川県高座郡寒川町宮山まで (STA35+42～STA50+93.5)

平成 年 月 日

ト 神奈川県高座郡寒川町宮山 (寒川北IC料金所部)

平成 年 月 日

チ 神奈川県高座郡寒川町宮山から神奈川県高座郡寒川町倉見まで (STA50+93.5～STA53+78)

平成 年 月 日

２４

２４ １２ １

１２

６ １

２４ ６

２４ ５ １

１

１

２４ ７ １

２４

２４ ５ １

２４

７ １



リ 神奈川県高座郡寒川町倉見から神奈川県高座郡寒川町倉見まで (STA53+78～STA59+30.5)

平成 年 月 日

ヌ 神奈川県高座郡寒川町倉見から神奈川県高座郡寒川町倉見まで (STA59+30.5～STA62+24.5)

平成 年 月 日

ル 神奈川県高座郡寒川町倉見から神奈川県高座郡寒川町倉見まで (STA62+24.5～STA66+93)

平成 年 月 日

ヲ 神奈川県高座郡寒川町倉見から神奈川県海老名市門沢橋まで (STA66+93～STA72+09)

平成 年 月 日

カ 神奈川県海老名市門沢橋から神奈川県海老名市門沢橋まで (STA72+09～STA73+39)

平成 年 月 日

ワ 神奈川県海老名市門沢橋から神奈川県海老名市門沢橋まで (STA73+39～STA76+23)

平成 年 月 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

２２

１

２２ ８

２３ ３

１

１０ １２６

１２ １

２３ １ １

１

２６

８



②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日 （西久保JCT～寒川北IC)

平成 年 月 日 （寒川北IC～海老名南JCT）

２５ ３ ３１

２７ ３ ３１



別紙１－５６

一般国道２７１号（小田原厚木道路）（小田原西ＩＣ）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道２７１号

（有料道路名 ： 小田原厚木道路）

（２） 工事の箇所

神奈川県小田原市風祭

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 有料道路事業

（ロ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

平面接続 小田原西ＩＣ

（小田原箱根道路） 風祭

一般国道 １号 神奈川県小田原市

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備 考



（４） 工事予算

６５ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日２６ ３ ３１

１８８４



別紙１－５７

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）（厚木ＰＡ）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４６８号

（有料道路名 ： 首都圏中央連絡自動車道）

（２） 工事の箇所

神奈川県厚木市

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式



（４） 工事予算

６，６４４ 百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１９ ３ １

２５ ３ ３1



別紙１－５８

一般国道４７５号（東海環状自動車道）（豊田東JCT）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４７５号

（有料道路名 ： 東海環状自動車道）

（２） 工事の箇所

愛知県豊田市岩倉町

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

豊田東ジャンクション

備 考接続の方法

立体接続

横浜名古屋線

他の道路の 接続の位置

路線名

第二東海自動車道 愛知県豊田市岩倉町



（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

４ １

２７ ３ ３１

２６

３５１



別紙１－６０

（岐阜県可児市久々利柿下入会から岐阜県可児郡御嵩町比衣まで）（改築）に関する

一般国道４７５号（東海環状自動車道）

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４７５号

（有料道路名 ： 東海環状自動車道）

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 岐阜県可児市久々利柿下入会 から

岐阜県可児郡御嵩町比衣 まで

（ロ） 延 長 ５．３ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

車線

１００

摘 要

岐阜県可児市久々利柿下入会

岐阜県可児郡御嵩町比衣

５．３

岐阜県可児郡御嵩町比衣

４

設 計 区 間

設 計 区 間

岐阜県可児市久々利柿下入会

用地買収工事施工

２ 車線 付加車線事業

摘 要



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ） 中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

往復分離する区間

２．５０

左 側

５．００

構造による区分

右 側

３．７５２．５０×２

―

左 側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

トンネル部分

計計

１．２５

橋梁高架部分

１．７５

２．５０

２．５０―― １．２５（長大橋） ３．７５

３．７５

― ３．００１．２５

橋梁高架部分

（中小橋） ― ― １．２５



（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

他の道路の

２８ ４ １

路線名

― ― ―

３１

備 考接続の方法

３３ ３

２８，８９２

接続の位置



別紙１－６１

（岐阜県関市下有知から岐阜県関市下有知まで）（改築）に関する

一般国道４７５号（東海環状自動車道）

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４７５号

（有料道路名 ： 東海環状自動車道）

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 岐阜県関市下有知 から

岐阜県関市下有知 まで

（ロ） 延 長 １．６ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

岐阜県関市下有知

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

工事施工

２ 車線

設 計 区 間

岐阜県関市下有知

用地買収

１００

摘 要

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘 要設 計 区 間

付加車線事業

岐阜県関市下有知

岐阜県関市下有知

１．６

４ 車線



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ） 中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （橋梁部）

５．００ ――２．５０×２ ―

―

往復分離する区間

―

左 側

橋梁高架部分

（長大橋）

―
トンネル部分

―

構造による区分

―

―

左 側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

――

右 側

―

橋梁高架部分

（中小橋） ― ― ――

―

―



（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 年 月 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

他の道路の 接続の方法

―

接続の位置

―

路線名

―

備 考

１

５２２

２７ ４

３１２８ ３



北陸自動車道（白山ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－６７



工事の内容

（１） 路線名

北陸自動車道

（２） 工事の箇所

石川県白山市中新保町

（３） 工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

中新保町

白山インターチェンジ

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備 考

県道松任宇ノ気線 石川県白山市 立体接続

路線名



（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １９ 年 ４ 月 １ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２４ 年 ４ 月 ２１ 日 （供用開始）

平成 ２５ 年 ３ 月 ３０ 日 （残事業完成）

９５６



別紙１－７０

一般国道４７５号（東海環状自動車道）（関広見IC）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４７５号

（有料道路名 ： 東海環状自動車道）

（２） 工事の箇所

(イ） 工事の区間 岐阜県関市下有知 から

岐阜県関市池尻 まで

（ロ） 延 長 ２．９キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

車線

岐阜県関市下有知

２ 車線 ４

岐阜県関市池尻

設 計 区 間 工事施工 用地買収

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘 要

岐阜県関市下有知

１００ ２．９

岐阜県関市池尻

設 計 区 間
設計速度 延 長

摘 要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 － メートル

（リ） 中央帯の標準幅員 － メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

美濃関ジャンクション

関広見インターチェンジ

-

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ -

（中小橋）

- -

橋梁高架部分

- - - -

橋梁高架部分

-

トンネル部分
１．７５×２ ３．５０ - - -

計 左 側 右 側 計

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ - -

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左 側

立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備 考

一般国道４１８号 岐阜県関市池尻

路線名

東海北陸自動車道 岐阜県関市下有知

立体接続



（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日

イ 岐阜県関市下有知 から 岐阜県美濃市志摩まで

平成 ２１年 １月 ７日

ロ 岐阜県美濃市志摩 から 岐阜県美濃市笠神 まで

平成 ２１年 ２月１２日

ハ 岐阜県美濃市笠神 から 岐阜県美濃市笠神 まで

平成 ２１年 １月 ７日

ニ 岐阜県美濃市笠神 から 岐阜県関市池尻 まで

平成 ２１年 ２月１２日

ホ 岐阜県関市池尻 から 岐阜県関市池尻 まで

平成 ２０年 ８月２６日

９６８



ヘ 岐阜県関市池尻 から 岐阜県関市池尻 まで

平成 ２１年 ２月１２日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成年月日 平成 ２１ 年 ４ 月 １８ 日 （供用開始）

平成 ２２ 年 ９ 月 ３０ 日 （残事業完成）



高速道路利便増進事業に関する計画 (スマートＩＣ)に関する

工事の内容

中日本高速道路株式会社が管理する高速道路に係る

別紙１－７１



工事の内容

（１） 工事予算

百万円（消費税込み）

（２） 個別箇所に関する工事の内容

個別箇所に関する工事の内容は、下記のとおりとする。ただし、工事予算については、（１）工事予算の内数である。また、工事完成後は精算額としている。

中央自動車道
長野線

長野県松本
市島内から
長野県安曇
野市豊科高
家まで

市道８０８７
号線及び市
道豊科３５３
１号線

長野県松本
市島内及び
長野県安曇
野市豊科高
家

立体接続 平成21年9月29日

平成22年11月27日
（供用開始）

平成23年1月31日
（残事業完成）

494百万円
梓川
ＳＡ

中央自動車道
西宮線

滋賀県愛知
郡愛荘町松
尾寺

県道湖東三
山インター線

滋賀県愛知
郡愛荘町松
尾寺

立体接続 平成21年9月29日 平成26年3月31日 1,193百万円
秦荘
ＰＡ

中央自動車道
富士吉田線

東京都府中
市小柳町か
ら東京都府
中市是政ま
で

都道川崎府
中線及び市
道中央道側
道

東京都府中
市小柳町及
び東京都府
中市是政

立体接続 平成21年9月29日 平成27年3月31日 1,808百万円
本線
直結型

（ニ）
工事の着手および完成の予定年月日

（ホ）
工事予算

（消費税込み）
備考

他の道路との連結位置及び接続の方法

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法
工事の着手
予定年月日

工事の完成
予定年月日

平成21年9月29日 平成30年3月31日 3,219百万円
守山
ＰＡ

第一東海自動車道

愛知県名古屋
市守山区下志
段味から愛知
県名古屋市守
山区深沢まで

市道守山
パーキングエ
リア線

愛知県名古
屋市守山区
下志段味

立体接続

５１，４２７

（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法



平成27年3月31日

（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手および完成の予定年月日

（ホ）
工事予算

（消費税込み）
備考

他の道路との連結位置及び接続の方法

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法
工事の着手
予定年月日

工事の完成
予定年月日

本線
直結型

中央自動車道
富士吉田線

山梨県富士
吉田市上暮
地

県道富士吉
田西桂線

山梨県富士
吉田市上暮
地

立体接続 平成23年4月28日

平成27年3月31日 1,726百万円
本線
直結型

本線
直結型

東海北陸自動車道

富山県南砺
市上川崎か
ら富山県南
砺市上津

（仮称）
市道南砺ス
マートイン
ター線

富山県南砺
市柴田屋

立体接続 平成23年4月28日

第一東海自動車道
静岡県焼津
市上新田

市道０１０５
号線

3,431百万円

静岡県焼津
市上新田

立体接続 平成23年4月28日 平成28年3月31日 2,913百万円

平成23年4月28日

平成24年4月14日
（供用開始）

平成25年3月30日
（残事業完成）

618百万円
浜松
ＳＡ

平成24年4月14日
（供用開始）

平成25年3月30日
（残事業完成）

630百万円
静岡
ＳＡ

平成23年4月28日

第二東海自動車道
横浜名古屋線

静岡県浜松市
浜北区四大地
から静岡県浜
松市北区都田
町

市道浜北灰木
大平１号線及
び市道須部灰
の木線

静岡県浜松市
浜北区四大地
及び静岡県浜
松市北区都田
町

立体接続

第二東海自動車道
横浜名古屋線

静岡県静岡市
葵区小瀬戸か
ら静岡県静岡
市葵区飯間

市道小瀬戸飯
間線及び市道
飯間本線

静岡県静岡市
葵区小瀬戸及
び静岡県静岡
市葵区飯間

立体接続

五斗蒔
ＰＡ

本線
直結型

一般国道４７５号
（東海環状自動車道）

岐阜県土岐市
泉町

市道81920号
線、82525号線
及び82526号
線

岐阜県土岐市
泉町

立体接続 平成23年4月28日 平成25年2月28日 542百万円

北陸自動車道
富山県砺波市
下中条

市道（仮称）高
岡砺波イン
ター線

富山県砺波市
下中条

立体接続 平成23年4月28日 平成27年3月31日 1,868百万円



（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法 （ニ）
工事の着手および完成の予定年月日

（ホ）
工事予算

（消費税込み）
備考

他の道路との連結位置及び接続の方法

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法
工事の着手
予定年月日

工事の完成
予定年月日

立体接続 平成24年5月1日 平成31年3月31日 1,540百万円
鈴鹿ＰＡ
（仮称）

北陸自動車道
滋賀県長浜市
小谷丁野町

県道郷野湖北
線及び県道丁
野虎姫長浜線

滋賀県長浜市
湖北町及び滋
賀県長浜市小
谷丁野町

立体接続 平成24年5月1日 平成29年3月31日 2,349百万円
本線
直結型

近畿自動車道
名古屋神戸線

三重県鈴鹿市
山本町

市道山本６５
号線

三重県鈴鹿市
山本町

第一東海自動車道
静岡県沼津市
宮本

市道０１１８号
線及び市道０
１０５号線

静岡県沼津市
宮本

立体接続 平成24年5月1日 平成28年3月31日 703百万円
愛鷹
ＰＡ

中央自動車道
西宮線

山梨県笛吹市
八代町南

県道３１３号藤
垈石和線及び
市道４０１５号
線

山梨県笛吹市
八代町南

立体接続 平成24年5月1日 平成28年3月31日 2,296百万円
本線
直結型

遠州森町
ＰＡ

静岡県周智郡
森町大字円田

町道遠州森町
PA上り線及び
町道遠州森町
PA下り線

静岡県周智郡
森町大字一宮
及び静岡県周
智郡森町大字
円田

立体接続 平成24年5月1日 平成26年3月31日 657百万円
第二東海自動車道
横浜名古屋線

本線
直結型

近畿自動車道
敦賀線

福井県敦賀市
長谷

市道長谷２号
線

福井県敦賀市
長谷

立体接続 平成24年5月1日 平成29年3月31日 2,066百万円



東海北陸自動車道（西尾張ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－７８



工事の内容

（１） 路線名

東海北陸自動車道

（２） 工事の箇所

愛知県一宮市大和町

（３） 工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

大和町

県道岐阜稲沢線 愛知県一宮市 立体接続

路線名

西尾張インターチェンジ（仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備 考



（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ２１ 年 ９ 月 ５ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３０ 年 ３ 月 ３１ 日

７６０



別紙１－７９

（岐阜県郡上市白鳥町那留から岐阜県高山市清見町夏厩まで）に関する

東海北陸自動車道

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

東海北陸自動車道

（２） 工事の区間

(イ） 工事の区間 岐阜県郡上市白鳥町那留 から

岐阜県高山市清見町夏厩 まで

（ロ） 延 長 ４０．９ キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 道路の区分 第 １ 種第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ） 設計速度

から

まで

摘 要設 計 区 間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延 長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

岐阜県郡上市白鳥町那留

岐阜県高山市清見町夏厩

８０ ４０．９



（ハ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（二） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ） 車線数

から

まで

（へ） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

※ 切土部については、左側路肩を堆雪余裕幅として白鳥～高鷲２．０ｍ、高鷲～飛騨清見３．０ｍ拡幅する。

１．００

橋梁高架部分

（長大橋） １．００１．２５×２

１．７５×２

構造による区分

岐阜県高山市清見町夏厩

往復分離しない区間 往復分離する区間

１．００

０．７５

３．５０

―

計

車線

設 計 区 間

岐阜県郡上市白鳥町那留

用地買収

４車線化４ 車線 ４

摘 要
左 側 計 右 側

１．７５

０．７５

１．７５

左 側

トンネル部分
―

橋梁高架部分

（中小橋） ３．５０

土工（掘割）部分
１．７５×２

摘 要工事施工

２．２５

１．５０

２．７５

２．７５

１．２５２．５０



（ト） 付加車線の標準幅員 － メートル

（チ） 中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

（４） 工事予算

８４，６４４ 百万円（消費税込み）

他の道路の 備 考接続の方法接続の位置

路線名

－ － － －



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手(予定)年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１

３１

２４

３１

５

３



（岐阜県関市広見から岐阜県大垣市桧町まで）に関する

工事の内容

別紙１－８０

一般国道４７５号（東海環状自動車道）



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４７５号

（有料道路名 ： 東海環状自動車道）

（２） 工事の箇所

(イ） 工事の区間 岐阜県関市広見 から

岐阜県大垣市桧町 まで

（ロ） 延 長 ３５．３キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ２ 級(道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

設 計 区 間
設計速度 延 長

摘 要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘 要

岐阜県関市広見

１００ ３５．３

岐阜県大垣市桧町

４

岐阜県大垣市桧町

設 計 区 間 工事施工 用地買収

車線

岐阜県関市広見

２ 車線



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ） 中央帯の標準幅員 － メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左 側 計 左 側 右 側 計

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ ２．５０ １．２５ ３．７５

トンネル部分
１．７５×２ ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００

（中小橋）

１．２５ ３．７５

橋梁高架部分

１．７５×２ ３．５０ ２．５０ １．２５

橋梁高架部分

３．７５

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ ２．５０



（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

関広見インターチェンジ

高富インターチェンジ（仮称）

岐阜インターチェンジ（仮称）

糸貫インターチェンジ（仮称）

大野神戸インターチェンジ（仮称）

大垣西インターチェンジ（仮称）

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

立体接続

２５，７２９

一般国道２１号及び県道大垣環
状線

岐阜県大垣市桧町

路線名

一般国道４１８号 岐阜県関市広見

一般国道２５６号 岐阜県山県市大字西深瀬

立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備 考

立体接続

都計道岐阜インター線 岐阜県岐阜市大学北 立体接続

県道 岐阜関ヶ原線
岐阜県安八郡神戸町大字
西座倉

立体接続

一般国道１５７号 岐阜県本巣市上保 立体接続



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手(予定)年月日 平成 ３１ 年 ４ 月 １ 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日



別紙１－８１

（岐阜県大垣市桧町から岐阜県養老郡養老町大字飯積まで）に関する

工事の内容

一般国道４７５号（東海環状自動車道）



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４７５号

（有料道路名 ： 東海環状自動車道）

（２） 工事の箇所

(イ） 工事の区間 岐阜県大垣市桧町 から

岐阜県養老郡養老町大字飯積 まで

（ロ） 延 長 ６．０キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

車線

岐阜県大垣市桧町

２ 車線

６．０

岐阜県養老郡養老町大字飯積

４

岐阜県養老郡養老町大字飯積

設 計 区 間 工事施工 用地買収

設 計 区 間
設計速度 延 長

摘 要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘 要

岐阜県大垣市桧町

１００



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ） 中央帯の標準幅員 － メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

大垣西インターチェンジ（仮称）

養老ジャンクション（仮称）

-

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ - - -

橋梁高架部分

- - - -

橋梁高架部分

トンネル部分
- - - - -

（中小橋）

土工（掘割）部分
- - - - -

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左 側 計 左 側 右 側 計

備 考

岐阜県養老郡養老町大字
飯積

路線名

岐阜県大垣市桧町 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法

立体接続

一般国道２１号及び県道大垣環状線

中央自動車道 西宮線



（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ２４ 年 ３ 月 １ 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 ２４ 年 ９ 月 ３０ 日

１，５９１



一般国道４７５号（東海環状自動車道）
（岐阜県養老郡養老町大字飯積から三重県員弁郡東員町大字長深まで）に関する

工事の内容

別紙１－８２



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４７５号

（有料道路名 ： 東海環状自動車道）

（２） 工事の箇所

(イ） 工事の区間 岐阜県養老郡養老町大字飯積 から

三重県員弁郡東員町大字長深 まで

（ロ） 延 長 ３４．１キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

設 計 区 間
設計速度 延 長

摘 要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘 要

岐阜県養老郡養老町大字飯積

１００ ３４．１

三重県員弁郡東員町大字長深

４

三重県員弁郡東員町大字長深

設 計 区 間 工事施工 用地買収

車線

岐阜県養老郡養老町大字飯積

２ 車線



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ） 中央帯の標準幅員 － メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左 側 計 左 側 右 側 計

土工（掘割）部分
１．７５×２ ３．５０ - - -

トンネル部分
１．７５×２ ３．５０ - - -

（中小橋）

- -

橋梁高架部分

１．７５×２ ３．５０ - -

橋梁高架部分

-

（長大橋） １．７５×２ ３．５０ -



（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

養老ジャンクション（仮称）

養老インターチェンジ（仮称）

北勢インターチェンジ（仮称）

大安インターチェンジ（仮称）

東員インターチェンジ（仮称）

（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

立体接続一般国道３６５号

路線名

中央自動車道 西宮線
岐阜県養老郡養老町大字
飯積

立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備 考

立体接続

一般国道306号及び一般国道365
号

三重県いなべ市北勢町阿
下喜

立体接続

県道 養老平田線 岐阜県養老郡養老町口ヶ島

２５，０５３

一般国道３６５号
三重県いなべ市大安町高
柳

立体接続

三重県員弁郡東員町大字
長深



（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ 岐阜県養老郡養老町大字飯積 から 岐阜県海津市南濃町庭田まで

平成 ３１年 ４月 １日

ロ 岐阜県海津市南濃町庭田 から 三重県いなべ市北勢町二之瀬 まで

平成 ２８年 ４月 １日

ハ 三重県いなべ市北勢町二之瀬 から 三重県員弁郡東員町大字長深 まで

平成 ３１年 ４月 １日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日



一般国道４７５号（東海環状自動車道）

別紙１－８３

（三重県員弁郡東員町大字長深から三重県四日市市北山町まで）に関する

工事の内容



工事の内容

（１） 路線名

一般国道４７５号

（有料道路名 ： 東海環状自動車道）

（２） 工事の箇所

(イ） 工事の区間 三重県員弁郡東員町大字長深 から

三重県四日市市北山町 まで

（ロ） 延 長 １．４キロメートル

（３） 工事方法

（イ） 事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ） 道路の区分 第 １ 種第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ） 設計速度

から

まで

（ニ） 設計自動車荷重 ２４５ｋＮ (Ｂ活荷重）

（ホ） 車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ） 車線数

から

まで

車線

三重県員弁郡東員町大字長深

２ 車線 ４

三重県四日市市北山町

設 計 区 間 工事施工 用地買収

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

摘 要

三重県員弁郡東員町大字長深

１００ １．４

三重県四日市市北山町

設 計 区 間
設計速度 延 長

摘 要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ト） 路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ） 付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ） 中央帯の標準幅員 ４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（ヌ） 他の道路との接続位置及び接続の方法

東員インターチェンジ（仮称）

四日市北ジャンクション（仮称）

-

（長大橋） ２．５０×２ ５．００ -

（中小橋）

- -

橋梁高架部分

- - - -

橋梁高架部分

-

トンネル部分
- - - - -

計 左 側 右 側 計

土工（掘割）部分
２．５０×２ ５．００ - -

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左 側

立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備 考

近畿自動車道 名古屋神戸線 三重県四日市市北山町

路線名

一般国道３６５号
三重県員弁郡東員町大字
長深

立体接続



（４） 工事予算

百万円（消費税込み）

（５） 工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日 平成 ２６ 年 ４ 月 １ 日

・ なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 ２８ 年 ３ 月 ３１ 日

２，８９９


